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転鰍総 転設鰍総の敷 転倣対昔~ 転換並
の肉

せらるる 背肉の びに鎖位 嫡 要
の館日1) 線路の極日1) lll) 錠装

管議
I~ ~I 同較単出発度進路き上ものもので 比対向復式 式的，速す 低 のに対しては

と ることができる.

I ~ ~I 入換に対向とな山き も吋(械~~) t'f肉単式易とすることがでる.

転 本前記以外の
線路

対向 | 単式 |
鰍 (22誤認) 背 l司 i陣式 対向とならないものは，ア ジ 1・

社:ょ を除〈 ストクランクまたは直角クラン
タ)となすことができる.

E移E E塁本. 総およ剖対 向 l 腹 式 13Eなる乙
転 にして通 入 対向とならF ものは簡

耶ある1 ることがで る.なお巡滋剖叶背向単 式 J問IHす況に今鰍
t" 
を トクラ Y タまた11i11角クラ Y ク

除 とすることができる.

く l貨線m詑以外の対向 I j悼式 I

… l-一…路 背向簡易 転の状況によりアジャストタラ
γ クまたは「江角タランタとする
ことができる.
迎i転の状況によりアジャストク

曲。 ランクまたは直角タランタとす
ることができる .

Z鰍2総移転J。 | 簡 易|よび脱
級幹持

作しようとするもので. r.ごいたいの構造は，せん端軌条または

可lIiJ)軌条にローラ付支金を取付け， ローラが受金上を転勤する

ようになっており ， その際軌条は，

そのIiX.fiiiが床板に接することな く転

換される。転微減~・2絡が完全に働け

ば， 転轍骨量自体の転換カを. 60-70 

% に軽減することができる(写其ー7) 。

転鰍itt転換ならびに鎖錠装位を設

備する際準は上表のようになってい

るが， これはfごいたいの基準を示し

たものであるから，突施の場合はよ 7. 転てつ淑摩掠

く現場を調査して決めることが必裂である。(償問敏夫)

てんてっさじ よ うき 転轍鎖錠器 (英) plunger 転轍総の

尖(せん)端軌条の舘lJを照査し，かっこれをその位置に鎖錠す

るもので為って，転徽器ま く ら木上 2 丁，あるいは 3Tまたぎ

てんてっそう

に取付けられた鉄板製の敷叡上に，ボルトによ って緊締して使

用される。総造は鋳鉄製の台および台の縦みぞ内にそう入され

たプラ γジャと，これと直角の徽みぞ内にそう 入された ロ ック

口 y ドからなり ，上音11からふたをボル ト締めにしてあって，ふ

たにはプラ γジャとロックロッドの関係位世が見えるように偽

げぶたが付いている。

プラソタャには下聞に鎖錠子が取り 付いており，ロ ック ロ ッ

ドは主ロックロッド ・ 副 ロ ッグ

ロッドからなっていて，その上

簡に定位 ・ 反位 2 ffhlの切欠きが

設けられている。そしてロック

ロッドは尖端軌条の先に取り付

けられている，フ ロ ソトロッド

に接続されていて， 尖端軌条と

いっしょに動作し， プラソジャ

転てつ鎖錠総
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は鉄管装lrtを経て鎖錠のてこに接続されている。

いま鎖錠のてこが定位にある場合，プランジャ下回にある鎖

錠子は， ロ ック ロッドの切久からはずれているから，転徽総は，

定位 ・ 反位いずれにも転換できるが，鎖錠のてこを反位とすれ

ば，鎖錠子はロックロッドの切欠にそう入されるから， 転鰍総

は転換できなくなる。すなわち転轍昔告が定位にある幼合，鎖錠

のてこを反位にすれば，鎖錠子はロック ロ ッドの定位の切欠に

そう入して， ロックロッドを定位に鎖錠し， したがって転鰍昔誌

を定位に鎖錠するのである。また転鰍総が反位にある場合は，

同様にしてこれを反位に鎖錠する。

かように紙撤鎖錠総は， 転鰍器が完全に定位か反位になって

いなければ，プランジャの鎖錠子がロックロッドのj;/J欠に引懸

って動かないようなWt迭となっているから， したがって鎖錠の

てこは完全に反位に転換できないものである。

なお!!!式転鰍双動織に用いる場合，およびエスケープクラン

ク ， エ スケ ー プア ー ム等と併用して用いる場合には，てこの定

位 ・ 反位によって . ~五鰍詰まを定位 ・ 反位に鎖錠するようになっ

ているため，鎖錠子の断固を凹(おう) ・ 凸(と つ)形としたもの

を用いているのである。電気的に転鰍器を鎖錠するものに電磁

転轍鎖錠総および電気鎖錠援がある。(菊地得夫)

てんてっし ゅ 転轍手 駅におかれる職で， 迩転掛または操車

掛の指Jí~をうけて，転鰍総の転換 ・ 鎖錠 ・ 掃除等をf守うもので

ある。 1 年以上主g結手の駿にあって 1 月以上転鰍手の突務見

習をしたものから係用する。(加藤誠次郎)

てんてっそ う ち 転轍装置 (英)point 01" switch movement 

停車総桝内には一般に多くの線路が集っているので 1 つの

線路から他の線路に分岐するために転轍総が設けられる。この

転轍探を l つの線路から他の線路に方向をかえて列llíまたは車

両を転線させるのである。このように転鰍Rifの開通方向をかえ

るために必裂に応じ磁械または

動力の装置を設けて転鰍音寺の取

扱いを容易にする。この後械ま

たは動力の装位を総称して転徽

装置という。

転轍装訟には11iに転轍告ð:の転

換のみをするものと ， 転換して

さらに鎖錠(さじ t う)するもの
双動転てつ務
(~式転てつ転換および

とある。また手lIiJ)によるものと 鎖錠装i置を設備したもの)

動力によるものといろいろの種類があり ，その使用方は転鰍R-:f

の霊要度ならびに連動装置の極類に応じて決められる。転鰍装

置にはつぎのようなものがある。
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